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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知手段と、
　前記用紙検知手段により前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該用紙
のサイズを検出する用紙サイズ検出手段と、
　前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づいてまたは用紙の読み取りに基づ
いて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定手段と、
　前記用紙検知手段により前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前記用
紙サイズ設定手段で用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前記用紙サ
イズ検出手段により検出された用紙サイズとを紐付けて記憶する記憶手段と、
　前記用紙検知手段により前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前記用
紙サイズ設定手段による用紙サイズの設定を受け付ける受付手段と、
　を備え、
　前記用紙検知手段により前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前記受
付手段により前記用紙サイズ設定手段による用紙サイズの設定が受け付けられたときは、
前記記憶手段は、前記給紙トレイに用紙がセットされた後、セットされた用紙のサイズが
前記用紙サイズ検出手段により検出されたときに、前記受付手段により受け付けられた用
紙サイズと、前記用紙サイズ検出手段により検出された用紙サイズとを紐付けて記憶する
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
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　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
給紙トレイ指定手段と、
　表示手段と、
　前記給紙トレイ指定手段による給紙トレイの指定後に、前記給紙トレイ指定手段により
指定された給紙トレイに用紙が無いことが前記用紙検知手段により検知され、かつ前記用
紙サイズ設定手段による用紙サイズの設定が前記受付手段により受け付けられた場合には
、前記給紙トレイに用紙をセットすることを促す表示を前記表示手段に表示させる表示制
御手段と、
　を備えている請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
とともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、そのサイズの用紙を
指定された給紙トレイにセットできない用紙サイズである場合には、指定された給紙トレ
イを前記用紙サイズの用紙をセット可能な他の給紙トレイに変更する給紙トレイ指定手段
と、
　表示手段と、
　前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイが変更された場合は、変更された
ことを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えている請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
とともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、そのサイズの用紙を
指定された給紙トレイにセットできない不定形サイズである場合には、指定された給紙ト
レイを不定形サイズの用紙をセット可能な他の給紙トレイに変更する給紙トレイ指定手段
と、
　表示手段と、
　前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイが変更された場合は、変更された
ことを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えている請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
とともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが長尺サイズである場合
には、指定された給紙トレイが手差しトレイでなければ、指定された給紙トレイを手差し
トレイに変更する給紙トレイ指定手段と、
　表示手段と、
　前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイが手差しトレイに変更された場合
は、変更されたことを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えている請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
とともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、指定された給紙トレ
イを含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの上限値を超える場合
は、指定された給紙トレイを、セット可能な用紙サイズの最も大きい給紙トレイに変更す
る給紙トレイ指定手段を備え、
　前記給紙トレイ指定手段により、セット可能な用紙サイズの最も大きい給紙トレイに変
更された場合、前記用紙サイズ設定手段は、その給紙トレイにセット可能な用紙サイズの
上限値をその用紙の用紙サイズとして設定する請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定する
とともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、指定された給紙トレ



(3) JP 6503970 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

イを含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの下限値を下回る場合
は、指定された給紙トレイを、セット可能な用紙サイズの最も小さい給紙トレイに変更す
る給紙トレイ指定手段を備え、
　前記給紙トレイ指定手段により、セット可能な用紙サイズの最も小さい給紙トレイに変
更された場合、前記用紙サイズ設定手段は、その給紙トレイにセット可能な用紙サイズの
下限値をその用紙の用紙サイズとして設定する請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズと、前記用紙サイズ検出手段によ
り検出された用紙サイズとが紐付けられて前記記憶手段に記憶されている状態で、前記用
紙サイズ検出手段により、用紙の主走査方向において、前記記憶手段に記憶されている用
紙サイズとは異なる新たな用紙サイズが検出された場合は、前記用紙サイズ設定手段は前
記新たな用紙サイズを前記給紙トレイに対して設定する請求項１～７の何れかに記載の画
像形成装置。
【請求項９】
　給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該
用紙のサイズを検出する用紙サイズ検出ステップと、
　前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づいてまたは用紙の読み取りに基づ
いて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前
記用紙サイズ設定ステップで用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前
記用紙サイズ検出ステップにより検出された用紙サイズとを紐付けて記憶手段に記憶する
記憶ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前
記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定を受け付ける受付ステップと、
　を備え、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前
記受付ステップにより前記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定が受け付けら
れたときは、前記記憶ステップでは、前記給紙トレイに用紙がセットされた後、セットさ
れた用紙のサイズが前記用紙サイズ検出ステップにより検出されたときに、前記受付ステ
ップにより受け付けられた用紙サイズと、前記用紙サイズ検出ステップにより検出された
用紙サイズとを紐付けて前記記憶手段に記憶することを特徴とする画像形成装置で実行さ
れる用紙サイズ設定方法。
【請求項１０】
　給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該
用紙のサイズを検出する用紙サイズ検出ステップと、
　前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づいてまたは用紙の読み取りに基づ
いて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前
記用紙サイズ設定ステップで用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前
記用紙サイズ検出ステップにより検出された用紙サイズとを紐付けて記憶手段に記憶する
記憶ステップと、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前
記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定を受け付ける受付ステップと、
　を画像形成装置のコンピュータに実行させ、
　前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前
記受付ステップにより前記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定が受け付けら
れたときは、前記記憶ステップでは、前記給紙トレイに用紙がセットされた後、セットさ
れた用紙のサイズが前記用紙サイズ検出ステップにより検出されたときに、前記受付ステ
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ップにより受け付けられた用紙サイズと、前記用紙サイズ検出ステップにより検出された
用紙サイズとを紐付けて前記記憶手段に記憶する処理を前記コンピュータに実行させるた
めの用紙サイズ設定プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、プリンタ機能、コピー機能、ファクシミリ機能、スキャン機能等の機能を
備えた多機能デジタル複合機であるＭＦＰ（Multi Function Peripherals）等の画像形成
装置、同装置で実行される用紙サイズ設定方法および用紙サイズ設定プログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、画像形成装置の給紙トレイで検出可能な用紙サイズは、よく使われる定形サ
イズに限定されており、不定形サイズなどの、給紙トレイのセンサではサイズ検出できな
いサイズについては、操作パネル等からユーザー操作でサイズ設定を可能とすることで対
応していた。
【０００３】
　また、上記ユーザー操作でのサイズ設定を行った後、別の異なった用紙サイズの用紙を
給紙トレイにセットした場合には、ユーザー操作で設定されたサイズのままでは、実際の
用紙とサイズが異なることとなり、画像欠損等を生じる場合があった。
【０００４】
　上記の問題を解決するために、特許文献１のように、用紙の変更を検知したとき、給紙
トレイにセットした用紙の紙種情報および／またはサイズ情報の入力を行うようにユーザ
ーを誘導する画像形成装置が知られている。
【０００５】
　また、規制板等の給紙トレイのセンサで検出した用紙サイズを、ユーザー操作で用紙サ
イズを設定した時に紐付けて記憶しておき、その後、別の異なった用紙サイズの用紙が給
紙トレイにセットされた場合に、前記記憶しておいた検出サイズと、今回セットした用紙
の検出サイズとの間で差異があった場合に、給紙トレイにセットされた用紙のサイズが変
わったと判断し、ユーザー操作で設定されたサイズはクリアし、給紙トレイで検出したサ
イズに戻すようにしていた。
【０００６】
　上記のような対応は、誤ったサイズ設定のまま印字することを回避するために必要であ
るが、上記の対応を行うためには、用紙サイズを設定する時に、給紙トレイで検出したサ
イズと、ユーザー操作で設定したサイズを紐付けて記憶するため、その用紙が確実に給紙
トレイにセットされており、その用紙に合わせて規制板の位置を正しくセットしておく必
要があった。その対応として、用紙が給紙トレイにセットされていない場合には、前記操
作パネル等からのユーザー操作によるサイズ設定はできないようになっていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１５－８７４７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、使用したい給紙トレイが別のジョブで使用中であった場合には、これか
らサイズ設定をしたい用紙を給紙トレイにセットすることができず、そのジョブの終了を
待つ必要があった。
【０００９】
　また、不定形サイズなどの用紙に対して、ユーザー操作に基づく用紙サイズの設定の代
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わりに、スキャナによる用紙の読み取りに基づいて用紙サイズを設定できる機能を備えた
画像形成装置があるが、このような画像形成装置において印字したい用紙が複数枚ある場
合は、予め手差しに用紙をセットした後に、その中の１枚を取って、サイズ読取りを実施
すれば問題ないが、印字したい用紙が１枚しかない場合には、その印字したい用紙をスキ
ャナによる読み取りに使用する為、予め給紙トレイに用紙をセットしておくことができな
い。従ってこの場合も、給紙トレイに用紙がセットされていないため、読み取った用紙サ
イズを設定することができないという課題があった。
【００１０】
　この発明は、このような課題を解決するためになされたものであって、用紙サイズを設
定する給紙トレイに用紙がセットされていなくても、用紙サイズの設定を可能にするとと
もに、給紙トレイで検出したサイズと、ユーザー操作や用紙画像の読み取りに基づいて設
定した用紙サイズとを紐付けて記憶できるようにすることで、誤ったサイズ設定のまま印
字されることを回避することができる画像形成装置を提供し、さらには前記画像形成装置
で実行される用紙サイズ設定方法および用紙サイズ設定プログラムの提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題は、以下の手段によって解決される。
（１）給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知手段と、前記用紙検知手段によ
り前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該用紙のサイズを検出する用紙
サイズ検出手段と、前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づいてまたは用紙
の読み取りに基づいて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定手段と、前記用紙検知手段
により前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前記用紙サイズ設定手段で
用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前記用紙サイズ検出手段により
検出された用紙サイズとを紐付けて記憶する記憶手段と、前記用紙検知手段により前記給
紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前記用紙サイズ設定手段による用紙サイ
ズの設定を受け付ける受付手段と、を備え、前記用紙検知手段により前記給紙トレイに用
紙が無いことが検知された状態で、前記受付手段により前記用紙サイズ設定手段による用
紙サイズの設定が受け付けられたときは、前記記憶手段は、前記給紙トレイに用紙がセッ
トされた後、セットされた用紙のサイズが前記用紙サイズ検出手段により検出されたとき
に、前記受付手段により受け付けられた用紙サイズと、前記用紙サイズ検出手段により検
出された用紙サイズとを紐付けて記憶することを特徴とする画像形成装置。
（２）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
する給紙トレイ指定手段と、表示手段と、前記給紙トレイ指定手段による給紙トレイの指
定後に、前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイに用紙が無いことが前記用
紙検知手段により検知され、かつ前記用紙サイズ設定手段による用紙サイズの設定が前記
受付手段により受け付けられた場合には、前記給紙トレイに用紙をセットすることを促す
表示を前記表示手段に表示させる表示制御手段と、を備えている前項１に記載の画像形成
装置。
（３）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
するとともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、そのサイズの用
紙を指定された給紙トレイにセットできない用紙サイズである場合には、指定された給紙
トレイを前記用紙サイズの用紙をセット可能な他の給紙トレイに変更する給紙トレイ指定
手段と、表示手段と、前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイが変更された
場合は、変更されたことを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、を備えている前項
１または２に記載の画像形成装置。
（４）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
するとともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、そのサイズの用
紙を指定された給紙トレイにセットできない不定形サイズである場合には、指定された給
紙トレイを不定形サイズの用紙をセット可能な他の給紙トレイに変更する給紙トレイ指定
手段と、表示手段と、前記給紙トレイ指定手段により指定された給紙トレイが変更された
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場合は、変更されたことを前記表示手段に表示させる表示制御手段と、を備えている前項
１または２に記載の画像形成装置。
（５）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
するとともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが長尺サイズである
場合には、指定された給紙トレイが手差しトレイでなければ、指定された給紙トレイを手
差しトレイに変更する給紙トレイ指定手段と、表示手段と、前記給紙トレイ指定手段によ
り指定された給紙トレイが手差しトレイに変更された場合は、変更されたことを前記表示
手段に表示させる表示制御手段と、を備えている前項１または２に記載の画像形成装置。
（６）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
するとともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、指定された給紙
トレイを含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの上限値を超える
場合は、指定された給紙トレイを、セット可能な用紙サイズの最も大きい給紙トレイに変
更する給紙トレイ指定手段を備え、前記給紙トレイ指定手段により、セット可能な用紙サ
イズの最も大きい給紙トレイに変更された場合、前記用紙サイズ設定手段は、その給紙ト
レイにセット可能な用紙サイズの上限値をその用紙の用紙サイズとして設定する前項１ま
たは２に記載の画像形成装置。
（７）ユーザーの操作に基づいて、複数個の給紙トレイのうち何れかの給紙トレイを指定
するとともに、前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズが、指定された給紙
トレイを含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの下限値を下回る
場合は、指定された給紙トレイを、セット可能な用紙サイズの最も小さい給紙トレイに変
更する給紙トレイ指定手段を備え、前記給紙トレイ指定手段により、セット可能な用紙サ
イズの最も小さい給紙トレイに変更された場合、前記用紙サイズ設定手段は、その給紙ト
レイにセット可能な用紙サイズの下限値をその用紙の用紙サイズとして設定する前項１ま
たは２に記載の画像形成装置。
（８）前記用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズと、前記用紙サイズ検出手段
により検出された用紙サイズとが紐付けられて前記記憶手段に記憶されている状態で、前
記用紙サイズ検出手段により、用紙の主走査方向において、前記記憶手段に記憶されてい
る用紙サイズとは異なる新たな用紙サイズが検出された場合は、前記用紙サイズ設定手段
は前記新たな用紙サイズを前記給紙トレイに対して設定する前項１～７の何れかに記載の
画像形成装置。
（９）給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知ステップと、前記用紙検知ステ
ップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該用紙のサイズを検出
する用紙サイズ検出ステップと、前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づい
てまたは用紙の読み取りに基づいて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定ステップと、
前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前記
用紙サイズ設定ステップで用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前記
用紙サイズ検出ステップにより検出された用紙サイズとを紐付けて記憶手段に記憶する記
憶ステップと、前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知され
た状態で、前記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定を受け付ける受付ステッ
プと、を備え、前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知され
た状態で、前記受付ステップにより前記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定
が受け付けられたときは、前記記憶ステップでは、前記給紙トレイに用紙がセットされた
後、セットされた用紙のサイズが前記用紙サイズ検出ステップにより検出されたときに、
前記受付ステップにより受け付けられた用紙サイズと、前記用紙サイズ検出ステップによ
り検出された用紙サイズとを紐付けて前記記憶手段に記憶することを特徴とする画像形成
装置で実行される用紙サイズ設定方法。
（１０）給紙トレイにおける用紙の有無を検知する用紙検知ステップと、前記用紙検知ス
テップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、該用紙のサイズを検
出する用紙サイズ検出ステップと、前記給紙トレイに対して、ユーザーの設定操作に基づ
いてまたは用紙の読み取りに基づいて、用紙サイズを設定する用紙サイズ設定ステップと
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、前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が有ることが検知された状態で、前
記用紙サイズ設定ステップで用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと前
記用紙サイズ検出ステップにより検出された用紙サイズとを紐付けて記憶手段に記憶する
記憶ステップと、前記用紙検知ステップにより前記給紙トレイに用紙が無いことが検知さ
れた状態で、前記用紙サイズ設定ステップによる用紙サイズの設定を受け付ける受付ステ
ップと、を画像形成装置のコンピュータに実行させ、前記用紙検知ステップにより前記給
紙トレイに用紙が無いことが検知された状態で、前記受付ステップにより前記用紙サイズ
設定ステップによる用紙サイズの設定が受け付けられたときは、前記記憶ステップでは、
前記給紙トレイに用紙がセットされた後、セットされた用紙のサイズが前記用紙サイズ検
出ステップにより検出されたときに、前記受付ステップにより受け付けられた用紙サイズ
と、前記用紙サイズ検出ステップにより検出された用紙サイズとを紐付けて前記記憶手段
に記憶する処理を前記コンピュータに実行させるための用紙サイズ設定プログラム。
【発明の効果】
【００１２】
　前項（１）に記載の発明によれば、用紙検知手段により前記給紙トレイに用紙が有るこ
とが検知された状態で、用紙サイズ設定手段によりユーザーの設定操作に基づいてまたは
用紙の読み取りに基づいて用紙サイズが設定されたときは、設定された用紙サイズと用紙
サイズ検出手段により検出された用紙サイズとが紐付けられて記憶手段に記憶される。一
方、給紙トレイに用紙が無いことが検知された状態では、用紙サイズ設定手段による用紙
サイズの設定が受け付けられるとともに、受け付け後に給紙トレイにセットされた用紙の
サイズが検出されたときに、前記受け付けられた用紙サイズと前記検出された用紙サイズ
とが紐付けられて記憶手段に記憶される。
【００１３】
　つまり、用紙サイズを設定する給紙トレイに用紙がセットされていなくても、用紙サイ
ズ設定手段による用紙サイズの設定が受け付けられるから用紙サイズの設定が可能になる
とともに、用紙のセット後に給紙トレイで検出したサイズと、ユーザー操作や用紙の読み
取りに基づいて設定した用紙サイズとが紐付けて記憶されるから、誤ったサイズ設定のま
ま印字される不都合を回避できる。
【００１４】
　前項（２）に記載の発明によれば、用紙検知手段により指定された給紙トレイに用紙が
無いことが検知され、かつ用紙サイズ設定手段による用紙サイズの設定が受け付けられた
場合には、指定された給紙トレイに用紙をセットすることを促す表示が表示手段に表示さ
れるから、ユーザーは、指定した給紙トレイに用紙がセットされていないことを容易に認
識でき、速やかに用紙をセットすることができる。
【００１５】
　前項（３）に記載の発明によれば、設定された用紙サイズが、指定された給紙トレイに
セットできない用紙サイズである場合に、指定された給紙トレイがその用紙サイズの用紙
をセット可能な他の給紙トレイに変更されるとともに、給紙トレイが変更されたことが表
示手段に表示されるから、ユーザーはそのことを容易に認識することができる。
【００１６】
　前項（４）に記載の発明によれば、設定された用紙サイズが指定された給紙トレイにセ
ットできない不定形サイズである場合に、指定された給紙トレイが不定形サイズの用紙を
セット可能な他の給紙トレイにに変更されるとともに、給紙トレイが変更されたことが表
示手段に表示される。
【００１７】
　前項（５）に記載の発明によれば、設定された用紙サイズが長尺サイズである場合に、
指定された給紙トレイが手差しトレイでなければ、指定された給紙トレイが手差しトレイ
に変更されるとともに、給紙トレイが変更されたことが表示手段に表示される。
【００１８】
　前項（６）に記載の発明によれば、設定された用紙サイズが、指定された給紙トレイを
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含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの上限値を超える場合は、
指定された給紙トレイが、セット可能な用紙サイズの最も大きい給紙トレイに変更される
。そして、その給紙トレイにセット可能な用紙サイズの上限値が、その用紙の用紙サイズ
として丸め込まれて設定される。
【００１９】
　前項（７）に記載の発明によれば、設定された用紙サイズが、指定された給紙トレイを
含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの下限値を下回る場合は、
指定された給紙トレイが、セット可能な用紙サイズの最も小さい給紙トレイに変更される
。そして、その給紙トレイにセット可能な用紙サイズの下限値が、その用紙の用紙サイズ
として丸め込まれて設定される。
【００２０】
　前項（８）に記載の発明によれば、用紙サイズ設定手段により設定された用紙サイズと
、用紙サイズ検出手段により検出された用紙サイズとが紐付けられて記憶手段に記憶され
ている状態で、用紙の主走査方向において、記憶手段に記憶されている用紙サイズとは異
なる新たな用紙サイズが検出された場合は、新たな用紙サイズが給紙トレイに対して設定
されるから、間違った設定がそのまま継続されるのを防止できる。
【００２１】
　前項(９)に記載の発明によれば、用紙サイズを設定する給紙トレイに用紙がセットされ
ていなくても、用紙サイズの設定が可能になるとともに、用紙のセット後に給紙トレイで
検出したサイズと、ユーザー操作や用紙の読み取りに基づいて設定した用紙サイズとが紐
付けて記憶できるから、誤ったサイズ設定のまま印字される不都合を回避できる。
【００２２】
　前項（１０）に記載の発明によれば、用紙サイズを設定する給紙トレイに用紙がセット
されていなくても、用紙サイズの設定を可能とし、かつ用紙のセット後に給紙トレイで検
出したサイズと、ユーザー操作や用紙の読み取りに基づいて設定した用紙サイズとを紐付
けて記憶手段に記憶する処理を、画像形成装置のコンピュータに実行させることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】この発明の一実施形態に係る画像形成装置の一例を示す全体図である。
【図２】画像形成装置の内部構成を示す図である。
【図３】ユーザーによる操作パネルの操作に基づいて設定された用紙サイズと、ユーザー
が指定した給紙トレイに備えられたサイズ検出装置による検出サイズとを紐付けて記憶す
る場合の記憶内容が、操作手順に従って遷移する様子を示す図である。
【図４】図１に示した画像形成装置で実行される用紙サイズの設定動作を示すフローチャ
ートである。
【図５】図４におけるステップＳ０４のサイズ設定処理のサブルーチンを示すフローチャ
ートである。
【図６】図４におけるステップＳ１６で設定サイズ記憶処理のサブルーチンを示すフロー
チャートである。
【図７】図１に示した画像形成装置で実行される用紙サイズの他の設定動作を示すフロー
チャートである。
【図８】ユーザーが手差しトレイを指定した状態で、用紙の画像読み取りに基づいて用紙
サイズの設定を行う場合に、表示部に表示される操作画面の遷移図である。
【図９】図８の続きの操作画面の遷移図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、この発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２５】
　図１は、この発明の一実施形態に係る画像形成装置１の一例を示す全体図である。
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【００２６】
　画像形成装置１は、所定の用紙搬送路３０に沿って、記録媒体である用紙を画像形成部
５に供給する用紙搬送部３と、原稿を光学的に読み取ってデジタルデータに変換し、読取
り画像データを生成する画像読取部４と、用紙に可視画像としての画像を形成する画像形
成部５と、画像形成装置１の各部を制御する制御部１００とを備える。
【００２７】
　さらに、画像形成装置１は、各種の情報や、モードを設定するためのキーを表示するＬ
ＣＤ等からなる表示部２１とスタートキー等のハードキーとを有する操作パネル２０と、
Ａ等のサイズ毎や、用紙種類毎に用紙を収容する、第１～第４の給紙トレイ２１－１～２
１－４と、特殊なサイズ等の用紙を一時的に使用するための手差しトレイ２２と、画像形
成部５により画像が形成された用紙が排出される排紙トレイ２３と、複数枚の原稿を順次
読み取るために、画像読取部４に順次原稿を供給する自動原稿搬送装置（ＡＤＦ）の原稿
供給トレイ４２と、画像読取部４により読み取られた原稿が排出される原稿排出トレイ２
５と、読取対象の原稿を置く原稿ガラス（プラテン）４１とを備える。
【００２８】
　第１～第４の給紙トレイ２１－１～２１－４は、本体２から引き出し式に開閉できると
ともに、その開閉が行われたことを検出する開閉検出センサ、用紙の有無を検出する用紙
検知センサ等が設けられている。なお、給紙トレイ２１－１～２１－４の数は、２つでも
よいし、４つ以上でもよい。
【００２９】
　また、各給紙トレイ２１－１～２１－４及び手差しトレイ２２には、用紙サイズ検出手
段として、用紙の幅方向にスライド自在な規制板（図示せず）が設けられており、トレイ
への用紙の収容時には規制板を用紙の幅方向の端縁に当接させて規制板の位置を検出する
ことにより、用紙の幅方向（主走査方向）の長さを検出しひいては用紙サイズを検出でき
るようになっている。
【００３０】
　用紙搬送部３は、第１～第４の給紙トレイ２１－１～２１－４、または、手差しトレイ
２２のうち、ユーザー操作に基づき印刷指示情報において指定されたトレイから用紙を画
像形成部５に搬送する複数の搬送ローラ３１と、搬送ローラ３１により搬送された用紙の
通過を検出する複数の用紙通過センサ３２とを備える。　また、給紙トレイ２１－１～２
１－４及び手差しトレイ２２には、用紙の有無を検出する用紙有無検出センサ３３がそれ
ぞれ設けられている。
【００３１】
　用紙通過センサ３２及び用紙有無検出センサ３３は、反射型センサでもよいし、透過型
センサでもよい。
【００３２】
　画像読取部４は、読取対象の原稿が有する所定の面を光学的に読み取る、例えば、イメ
ージセンサ等の光電変換素子と、光電変換素子から出力されるアナログ信号をデジタル信
号に変換して、読取画像データを生成するＡ／Ｄ変換器とを備える。
【００３３】
　画像形成部５は、画像形成対象の画像データに基づいて光信号を生成する露光部５０と
、露光部５０からの光を所定の方向へ反射させるミラー５１と、ミラー５１からの光に基
づいて表面に潜像が形成されるとともに、この潜像にトナーによるトナー像が形成される
感光体ドラム５２と、感光体ドラム５２上のトナー像を用紙の所定の面に転写する転写部
５３と、転写されたトナー像を熱及び加圧力により用紙上に画像として定着させる定着器
５４とを備える。
【００３４】
　なお、画像形成部５により形成される画像は、白黒でもよいしカラーでもよい。また、
画像形成部５は、上記の電子写真方式の代わりに、インクジェット方式、感熱転写方式、
プロッタ方式等の画像形成方式を用いてもよいし、それらに限られない。
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【００３５】
　画像形成装置１は、走査した原稿画像、および情報処理装置から送信されたプリントデ
ータから生成した画像の複写画像を用紙上に形成する装置である。ここで、プリントデー
タとは、情報処理装置のオペレーティングシステムやアプリケーションプログラムが発行
する描画命令を、プリンタドライバによって画像形成装置１が処理可能なページ記述言語
に変換したページ記述言語による描画命令、もしくは、ＰＤＦ、ＴＩＦＦ、ＪＰＥＧ、Ｘ
ＰＳ等のファイルフォーマットで記述された文書データである。
【００３６】
　また、走査した原稿画像は、ネットワークを介して、情報処理装置（図示せず）、さら
にはその他の画像形成装置に送信することもできる。さらには、外部ネットワークを介し
て、別のネットワークに接続された他の画像形成装置や情報処理装置に原稿画像を送信す
ることもできる。さらに、操作した原稿画像や情報処理装置から受信した文書データを固
定記憶装置に蓄積することもできる。
【００３７】
　図２は、画像形成装置１の内部構成を示す図である。画像形成装置１はＣＰＵ１０１を
内蔵し、このＣＰＵ１０１には、制御プログラムの格納されたＲＯＭ１０２、作業用のＳ
－ＲＡＭ（Static Random Access Memory）１０３、画像形成に関わる各種の設定を記憶
するバッテリバックアップされたＮＶ－ＲＡＭ（不揮発性メモリ）１０４、時計ＩＣ１０
５がバスを介して接続され、画像形成装置１の全体を統括的に制御する制御部１００を構
成している。
【００３８】
　制御部１００には、原稿画像を読み取る前述の画像読取部４、各種の入力を行うテンキ
ー、プリントキー、ログアウトキーなどの各種キーや表示部２１を備えた前述の操作パネ
ル２、ネットワーク１０を介して接続された情報処理装置３をはじめとする外部の装置と
の間で各種の情報を送受信する為のネットワークインターフェース（ネットワークＩ／Ｆ
）１６０、該ネットワークインターフェース１６０により受信したプリントデータから複
写画像を生成するプリンタコントローラ１５０、複写画像を用紙上に形成する前述の画像
形成部５がそれぞれバスを介して接続されている。
【００３９】
　また、制御部１００には、固定記憶装置１１０がバスを介して接続されている。固定記
憶装置１１０とは例えばハードディスク装置である。この固定記憶装置１１０には、給紙
トレイに設定された用紙サイズと給紙トレイで検出された用紙サイズが紐付けられて記憶
されているほか、各種のデータが記憶されている。
【００４０】
　また、ワイヤレスインターフェース（WirelessＩ／Ｆ）１７０と短距離無線インターフ
ェース（短距離無線Ｉ／Ｆ）１８０が、バスを介して制御部１００に接続されている。ワ
イヤレスインターフェース１７０は、ネットワークとの通信や携帯端末装置２との通信に
利用され、短距離無線インターフェース１８０は例えばブルートゥースや赤外線通信（Ｉ
ｒＤＡ：Infrared Data Association）等の短距離無線通信を行うためのインターフェー
スである。
【００４１】
　図３は、ユーザーによる操作パネル２０の操作（マニュアル操作）に基づいて設定され
た用紙サイズと、ユーザーが指定した給紙トレイに備えられたサイズ検出装置、例えば用
紙の幅方向を規制する前述した規制板による検出サイズとを紐付けて記憶する場合の記憶
内容が、操作手順に従って遷移する様子を示している。
【００４２】
　Ｎｏ．１の状態では、ユーザー操作に基づく設定サイズ（パネル設定サイズと記してい
る）として２２０ｍｍ×１５０ｍｍの不定形サイズが給紙トレイに設定されている。この
時、給紙トレイはＡ５サイズを検出しており、パネル設定サイズと紐付けて記憶されてい
る。
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【００４３】
　次に、Ｎｏ．２の状態は、Ｎｏ．１の状態において用紙を給紙トレイから取り除き、給
紙トレイは用紙エンプティとなっている。用紙が無い状態であるため、給紙トレイでの検
出サイズは無しとなっている。
【００４４】
　次に、Ｎｏ．３は、用紙が給紙トレイに無い状態で、操作パネル２０からのユーザー操
作により用紙サイズを２２３ｍｍ×１５０ｍｍの不定形サイズに変更した場合である。こ
のとき、２２３ｍｍ×１５０ｍｍの不定形サイズの設定は受け付けられ、「パネル設定サ
イズ」として記憶されるが、操作パネル２０からの設定サイズと紐付けて記憶される検出
サイズはクリアされている。
【００４５】
　次に、Ｎｏ．４は、Ｎｏ．３で用紙サイズを設定した後に、給紙トレイに用紙をセット
した状態であり、給紙トレイとしては、前回と同様にＡ５サイズを検出しており、また検
出された用紙サイズを、操作パネル２０から設定され既に受け付けられているパネル設定
サイズと紐付けて記憶している。
【００４６】
　次に、Ｎｏ．５は、Ｎｏ．４で給紙トレイにセットされていた用紙を取り除き、定型サ
イズのＡ４サイズの用紙をセットした場合であり、パネル設定サイズと紐付けて記憶され
ていたＡ５サイズと、今回給紙トレイで検出されたＡ４サイズとを比較して、サイズが異
なっていることから用紙サイズの変化があったと判断され、パネル設定サイズがクリアさ
れてＡ４に変更されている。
【００４７】
　次に、図１に示した画像形成装置１で実行される用紙サイズの設定動作を、図４のフロ
ーチャートを参照して説明する。
【００４８】
　なお、図４及びそれ以降のフローチャートで示される動作は、画像形成装置１のＣＰＵ
１０１がＲＯＭ１０２等の記録媒体に格納された動作プログラムに従って動作することに
より実行される。
【００４９】
　まず、ユーザーが画像形成装置１の操作パネル２０を操作し、サイズ設定を行う給紙ト
レイの指定を行うと、画像形成装置１はステップＳ０１で給紙トレイの指定を受け付ける
。次に、ステップＳ０２で、ユーザーにより用紙サイズ設定の変更指示操作が行われたか
どうかを判断する。この実施形態では、用紙サイズ設定の変更指示操作は、操作パネル２
０に表示された用紙サイズ設定変更ボタンを押すことにより行うようになっている。用紙
サイズ設定の変更指示操作が行われなかった場合には（ステップＳ０２でＮＯ）、ステッ
プＳ０７に進む。
【００５０】
　用紙サイズ設定の変更指示操作が行われた場合には（ステップＳ０２でＹＥＳ）、ステ
ップＳ０３で、用紙設定画面のポップアップ表示を行う。
【００５１】
　次に、ステップＳ０４でサイズ設定処理が行われる。このサイズ設定処理については後
述する。
【００５２】
　次に、ステップＳ０５で、指定された給紙トレイにおける用紙の有無を、用紙有無セン
サ３３に基づいて判定する。用紙がなければ（ステップＳ０５でＮＯ）、ユーザーに用紙
をセットすることを促す警告表示を表示部２１に行ったのち、用紙がセットされるのを待
つ。用紙有りの場合は（ステップＳ０５でＹＥＳ）、ステップＳ０７で、給紙トレイ側の
検出装置で用紙サイズを検出する。
【００５３】
　次いで、ステップＳ０８で、ステップＳ０４で設定された用紙サイズと、ステップＳ０
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７で検出された用紙サイズとを紐付けて固定記憶装置１１０に記憶する。
【００５４】
　このようにこの実施形態では、給紙トレイの用紙有無判定（ステップＳ０５）の前に、
ユーザーによる用紙サイズの設定が行われる。つまり、給紙トレイに用紙が存在しない場
合であっても、用紙サイズの設定が受け付けられるから、用紙サイズの設定が可能となる
と共に、用紙のセット後に、給紙トレイで検出された用紙サイズと前記受け付けた設定サ
イズとを紐付けて固定記憶装置１１０に記憶するから、誤ったサイズ設定のまま印字され
るといった不具合を回避することができる。
【００５５】
　また、給紙トレイに用紙がない状態で用紙サイズの設定が受け付けられたときには、用
紙のセットをユーザーに促す警告表示がなされるから、ユーザーは、指定した給紙トレイ
に用紙がセットされていないことを容易に認識でき、速やかに用紙をセットすることがで
きる。
【００５６】
　図５は、図４におけるステップＳ０４のサイズ設定処理のサブルーチンを示すフローチ
ャートである。
【００５７】
　ステップＳ１１では、表示された用紙設定画面において、用紙画像の読み取りによる用
紙サイズの設定がユーザーによって指定されたかどうかを判断する。用紙画像の読み取り
による用紙サイズの設定が指定されたのでなければ（ステップＳ１１でＮＯ）、ステップ
Ｓ１８で、操作パネル２０の操作による設定（マニュアル設定）を受け付け、ステップＳ
１６に進む。
【００５８】
　用紙画像の読み取りによる用紙サイズの設定が指定されたのであれば（ステップＳ１１
でＹＥＳ）、ステップＳ１２で、スタートキーが押下されたかどうかを判断する。押下さ
れなければ（ステップＳ１２でＮＯ）、押下されるのを待つ。
【００５９】
　スタートキーが押下されると（ステップＳ１２でＹＥＳ）、ステップＳ１３で、原稿自
動搬送装置（ＡＤＦ）の原稿供給トレイ４２に用紙があるかどうかを判定する。原稿供給
トレイ４２に用紙がある場合は（ステップＳ１３でＹＥＳ）、ステップＳ１４で、原稿自
動搬送装置（ＡＤＦ）により画像読取部４に用紙を搬送して画像を読み取ったのち、ステ
ップＳ１５に進む。原稿供給トレイ４２に用紙がない場合は（ステップＳ１３でＮＯ）、
ステップＳ１７で、原稿ガラス（プラテン）４１上にセットされた用紙の画像を読み取っ
たのち、ステップＳ１５に進む。
【００６０】
　ステップＳ１５では、読み取った画像から用紙サイズを検出し、検出したサイズを用紙
サイズとして設定する。なお、読み取った画像から用紙サイズを検出する方法は周知技術
であるので、説明は省略する。
【００６１】
　次に、ステップＳ１６で設定サイズ記憶処理を実行する。この処理について、図６に示
すフローチャートに基づいて説明する。
【００６２】
　図６においてステップＳ２１では、設定された用紙サイズが長尺サイズかどうかを判定
する。長尺サイズであれば（ステップＳ２１でＹＥＳ）、ステップＳ２２で、指定された
給紙トレイを手差しトレイ２２に変更した後、ステップＳ２３で、給紙トレイを手差しト
レイに変更したことを表示部２１に表示する。次いでステップＳ２４で、設定された用紙
サイズを固定記憶装置１１０に記憶する。
【００６３】
　ステップＳ２１で設定された用紙サイズが長尺サイズでなければ（ステップＳ２１でＮ
Ｏ）、ステップＳ２５で、設定された用紙サイズを指定された給紙トレイに設定可能かど
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うかを判定する。設定可能であれば（ステップＳ２５でＹＥＳ）、ステップＳ２４で、設
定された用紙サイズを固定記憶装置１１０に記憶する。
【００６４】
　設定された用紙サイズを指定された給紙トレイに設定可能でなければ（ステップＳ２５
でＮＯ）、ステップＳ２６で、設定された用紙サイズを設定可能な給紙トレイが他にある
かどうかを判定する。設定可能な給紙トレイがあれば（ステップＳ２６でＹＥＳ）、ステ
ップＳ２７で、指定された給紙トレイを設定された用紙サイズを設定可能な給紙トレイに
変更した後、ステップＳ２８で、給紙トレイを変更したことを表示部２１に表示する。次
いでステップＳ２４で、設定された用紙サイズを固定記憶装置１１０に記憶する。
【００６５】
　ステップＳ２６で、設定された用紙サイズを設定可能な給紙トレイがない場合（ステッ
プＳ２６でＮＯ）、換言すれば設定された用紙サイズが、指定された給紙トレイを含むい
ずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの上限値を超える場合は、ステッ
プＳ２９で、指定された給紙トレイを、設定可能なサイズが最も大きい給紙トレイに変更
する。そしてステップＳ３０で、変更された給紙トレイにセット可能な用紙の幅方向及び
長さ方向の上限値を用紙サイズとして設定する。つまり、設定された用紙サイズを変更さ
れた給紙トレイのサイズに丸め込む。次いで、ステップＳ３１で、給紙トレイを変更した
こと及び用紙サイズを丸め込んだことを表示部２１に表示したのち、ステップＳ２４で、
丸め込んだ用紙サイズを設定値として固定記憶装置１１０に記憶する。
【００６６】
　なお、ステップＳ２１で設定された用紙サイズが小さすぎて、指定された給紙トレイを
含むいずれの給紙トレイにおいてもセット可能な用紙のサイズの下限値を下回る場合は、
ステップＳ２９で、設定可能なサイズが最も小さい給紙トレイに変更する。そしてステッ
プＳ３０で、変更された給紙トレイにセット可能な用紙の幅方向及び長さ方向の下限値を
用紙サイズとして設定することにより、設定された用紙サイズを変更された給紙トレイの
サイズに丸め込んだのち、丸め込んだ用紙サイズを設定値として固定記憶装置１１０に記
憶する。
【００６７】
　図７は、図１に示した画像形成装置１で実行される用紙サイズの他の設定動作を示すフ
ローチャートである。この動作は、図３のＮｏ．４の状態からＮｏ．５の状態への変化に
対応するものである。
【００６８】
　ステップＳ４１では、指定された給紙トレイに用紙が有るかどうかを判断する。用紙が
なければ（ステップＳ４１でＮＯ）、用紙がセットされるまで待つ。用紙が有ると（ステ
ップＳ４１でＹＥＳ）、ステップＳ４２で、給紙トレイ側の検出装置で用紙サイズを検出
する。すなわち、給紙トレイに設けられた、用紙の幅方向にスライド自在な規制板（図示
せず）を用紙の幅方向の端縁に当接させて規制板の位置を検出することにより、用紙の幅
方向（主走査方向）の長さを検出しひいては用紙サイズを検出する。
【００６９】
　ステップＳ４３で、ユーザー操作による用紙サイズの設定（マニュアル設定）が行われ
たかどうかを判断する。マニュアル設定が行われた場合は（ステップＳ４３でＹＥＳ）、
ステップＳ４４で、設定された用紙サイズと紐付けられて固定記憶装置１１０に記憶され
ている検出用紙サイズと、ステップＳ４２で検出された用紙サイズ（現在のサイズ）とを
比較する。
【００７０】
　次いで、ステップＳ４５で、用紙サイズに差異が有るかどうかを判定し、差異があれば
（ステップＳ４５でＹＥＳ）、ステップＳ４６で、検出した用紙サイズを新たな設定サイ
ズとして設定し、検出された用紙サイズと紐付けて固定記憶装置１１０に記憶する。従っ
て、この場合は、設定サイズとこれに紐付けられる検出された用紙サイズとは同じサイズ
となる。
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【００７１】
　なお、ステップＳ４５で、用紙サイズに差異が無ければ（ステップＳ４５でＮＯ）、そ
のまま処理を終了する。また、ステップＳ４３で、マニュアル設定でない場合つまり用紙
画像読み取りによる設定の場合は（ステップＳ４３でＮＯ）、ステップＳ４６で、設定さ
れた用紙サイズはステップＳ４２で検出されたサイズと紐付けて固定記憶装置１１０に記
憶される。
【００７２】
　このように、この実施形態では、設定された用紙サイズと、用紙サイズ検出手段により
検知された用紙サイズとが紐付けられて記憶手段に記憶されている状態で、主走査方向の
サイズが記憶手段に記憶されている用紙サイズとは異なる新たな用紙サイズが検出された
場合は、新たな用紙サイズが給紙トレイに対して設定されるから、間違った設定がそのま
ま継続されるのを防止できる。
【００７３】
　図８及び図９は、ユーザーが手差しトレイ２２を指定した状態で、用紙の画像読み取り
に基づいて用紙サイズの設定を行う場合に、表示部２１に表示される操作画面の遷移図で
ある。
【００７４】
　図８の丸数字１に示す画面Ｄ１は用紙設定画面であり、この画面Ｄ１には用紙種類、用
紙サイズの設定ボタンと共に、用紙サイズ読み取りボタン２１１が表示されている。
【００７５】
　ユーザーがこの用紙サイズ読み取りボタン２１１を押下すると、丸数字２に示す画面Ｄ
２に遷移する。この画面Ｄ２では、サイズ測定対象の用紙をＡＤＦまたは原稿ガラス上に
セットすることを促すメッセージとともに、スタートボタン２１２と戻るボタン２１３が
ポップアップ表示されている。
【００７６】
　ユーザーがスタートボタン２１２を押下すると、原稿サイズ読み取り中であることを示
すメッセージがポップアップ表示された丸数字３に示す画面Ｄ３に遷移する。
【００７７】
　読み取りによって得られた用紙サイズが定形サイズの場合、図９の丸数字４に示す画面
Ｄ４に遷移し、定形の用紙サイズ（例えばＢ５サイズ）が検出されたことを示すメッセー
ジとともに、反映ボタン２１４と閉じるボタン２１５がポップアップ表示される。
【００７８】
　ユーザーが反映ボタン２１４を押下すると、手差しトレイ２２に用紙が有る場合は、丸
数字５に示すように反映処理が実行され、検出された用紙サイズが設定されたのち、図８
の画面Ｄ１に遷移する。手差しトレイ２２に用紙が無い場合は、丸数字５に示すように画
面Ｄ６に遷移する。この画面Ｄ６では、手差しトレイに用紙をセットすることを促すメッ
セージがポップアップ表示されている。
【００７９】
　画面Ｄ４において、ユーザーが閉じるボタン２１５を押下すると、何もすることなく図
８の画面Ｄ１に遷移する。
【００８０】
　読み取りによって得られた用紙サイズが不定形サイズの場合、図９の丸数字４に示す画
面Ｄ５に遷移し、反映ボタン２１４と閉じるボタン２１５を有するとともにテンキーや過
去の登録呼び出しにより用紙サイズ設定を行うための画面が、ポップアップ表示される。
【００８１】
　ユーザーがサイズ設定後に反映ボタン２１４を押下すると、手差しトレイに用紙が有る
場合は、丸数字５に示すように反映処理が実行され、検出された用紙サイズが設定された
のち、図８の画面Ｄ１に遷移する。手差しトレイ２２に用紙が無い場合は、丸数字５に示
すように、手差しトレイに用紙をセットすることを促すメッセージがポップアップ表示さ
れた画面Ｄ６に遷移する。
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【００８２】
　画面Ｄ５において、ユーザーが閉じるボタン２１５を押下すると、何もすることなく図
８の画面Ｄ１に遷移する。
【符号の説明】
【００８３】
　１　　　画像形成装置
　４　　　画像読取部
　５　　　画像形成部
　１００　制御部
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＯＭ
　１０３　ＲＡＭ
　１１０　固定記憶装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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